
環境未来都市について 

 

１ 趣旨 

 ・ 政府の新成長戦略（平成２２年６月１８日閣議決定）の柱の一つとして，

国が戦略的取組を行う環境未来都市を選定 

 ・ 国が様々な支援を講ずることにより，環境，超高齢化対応等の面で，世

界に類のない成功事例を創出し，その成功事例を国内外に普及展開 

・ これを通じて，地域活性化や我が国全体の持続可能な経済社会構造の実

現を目指す。 

  別添１ 「環境未来都市」構想について 

  別添２ 環境未来都市選定基準と評価の体制 

 

２ 経過 

  平成２３年２月  ・「環境未来都市」構想のコンセプト中間取りまとめ 

            （「環境未来都市」構想有識者検討会） 

  平成２３年９月  ・国が環境未来都市を公募 

           ・本市提案を提出 

  平成２３年１２月 ・国が環境未来都市を選定 

           ・本市は選定対象外 

  別添３ 全体スケジュール 

 

３ 本市提案 

 ・ 全庁の関係部長級で構成する庁内ワーキングや，スマートシティ京都研

究会での検討を踏まえて，提案書を取りまとめた。 

 ・ 健康で環境にやさしい「歩くまち・京都」のコンセプトの下，京都の強

みである永年蓄積された都市ストックや暮らしの知恵を最大限生かし，更

に伸ばしていくことにより課題の解決を図る未来都市モデルとして提示 

  別添４ 環境未来都市・京都ビジョン 

      ～健康で環境にやさしい「歩くまち・京都」～ 
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４ 選定結果及び評価 

 ・ 本市の提案は，１次評価・２次評価（書面審査）を通過したが，３次評

価（ヒアリング選考）の結果，選定対象外となった。 

 選定都市（１１都市） 

  下川町，柏市，横浜市，富山市，北九州市 

  ＜被災地域※＞大船渡市他，釜石市，岩沼市，東松島市，南相馬市，新地町          

 提案件数               ３０都市 

 うち３次評価（ヒアリング選考）対象  １８都市 

 

 ・ 本市の提案は，環境は高評価だったものの，超高齢化対応の取組や国際

的な都市間連携の面で，評価が低かった。 

＜３次評価（ヒアリング）の主なコメント＞ 

・低炭素・省エネルギーの取組は練られているが，超高齢化対応が具体性に欠ける。 

・海外の歴史的な町との連携も面白いが，実現可能かどうか等の調査もないため本当

にターゲットとしている海外都市にリーチできるのか不明である。 

・京都市の活性化計画に止まっている。 

・新規性が乏しい。 

・京都ブランドという強みを生かした提案ではあるものの，爆発的なプロジェクトが

見えない。 

  別添５ ２次評価（書面審査）結果 

 

５ 今後の対応 

 ・ 国や選定委員会委員（有識者）等から評価結果の詳細を聴取する等，非

選定の要因や選定に必要な要素について分析を行う。 

・ その結果を踏まえて，来年度にも予定される次期公募に向けて取り組む。 

 

※応募した６都市すべて選定 
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